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「好き」を描く。
平成29年度明るい選挙啓発
ポスターコンクールで、文部
科学大臣・総務大臣賞を受賞
した、埼玉県立芸術総合高等
学校美術科の神藤 槙（まき）
さん。今後を見据えて芸術を
学ぶ高校2年生に、話を聞き
ました。
（裏表紙に関連記事）
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欧州連合（EU）が実施する国際都市間協力事業であり、EU以外のアジア等の都市と欧州の都市がペアを組み、相互訪問等を通じて
問題解決のための成功事例等を学び合い、課題に取り組むための実行計画を作成することを目的としています。

市長提出議案のおもな内容
西所沢駅西口開設に向けて 持続可能なまちづくりに向けて

　東西自由通路及び橋上駅舎化の方針のもと、「（仮称）西
所沢駅東西自由通路等整備計画」を新たに策定するととも
に、整備による交通量の変化をシミュレーションするた
め、西所沢駅周辺の交通量等の調査を行うものです。

Ｑ 全体で、どのくらいの予算が必要か。また国等からの
補助金の見通しを伺いたい。

Ａ あくまで所沢市独自の積算だが、総工費40億8,000万円
を予定している。また補助金も概算だが、最大で12億3,000
万円と見込んでいる。

（お問合せ先：交通安全課　☎2998-9140）

議案第82号　平成30年度所沢市一般会計補正予算（第5号）
 西所沢駅西口開設推進事業
 　　　　1,049万6千円

　ブリュッセル（ベルギー王国）で開催される全体会議及び
ブラチスラバ市（スロバキア共和国）でのスタディツアーに
参加するため、渡航費用について補正するものです。

Ｑ この事業は、課題に取り組むための実行計画を作成す
ることを目的としているが、計画を作成した後、進捗管理
を含めどのように考えているか。

Ａ 実行計画を作成した後は、計画に基づき、お互いの市
でアクションを起こしながら、得られた知見を今後の施策
につなげていくものと考えている。

（お問合せ先：環境政策課　☎2998-9133）

議案第81号　平成30年度所沢市一般会計補正予算（第4号）
 国際都市間協力プロジェクト　推進事業
 　　　　160万3千円
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平成30年（2018年）11月14日

日本において、最初に飛行場から飛行を行った機体はグラーデ単葉機とアンリ・ファルマン機であり、代々木練兵場と陸軍所沢
飛行場において試験飛行が行われ、これが日本の航空発祥とされています。

県の要綱改正に伴い条例を改正します 来日100周年記念に向けて

市道の認定に同意します 指定管理者の更新が行われます

　埼玉県の重度心身障害者医療費支給事業補助金交付要綱
の一部改正に伴い、所得制限を導入するため、所要の改正
を行うものです。

Ｑ 障害者団体との話し合いをしているとのことだが、最
終的に所得制限に反対など、障害者団体の傾向について伺
いたい。

Ａ 障害者団体から説明会の要望はなく、障害者施策推進
協議会において説明を行ったが、特に意見はなかった。

（お問合せ先：障害福祉課　☎2998-9116）

議案第88号　所沢市重度心身障害児等の医療費の助成に
　　　　　　関する条例の一部を改正する条例制定につ
　　　　　　いて

　都市計画法に基づく開発行為に伴い、新規に築造さ
れた道路で、このたび市に帰属されたことから、市道
路線として認定するものです。

Ｑ 1時間当たり60mmの雨が降ると水路のようになって
流れ出ていく可能性もあり、浸水が予見されるがいかがか。

Ａ 最近はゲリラ豪雨等があり、想定している以上の雨量
がある。この開発地はボーリング調査や構造計算等を行っ
ているので、雨が降ったから崩れるということはないかと
考えている。

（お問合せ先：建設総務課　☎2998-9171）

議案第120号　市道路線の認定について

　所沢サン・アビリティーズについては、現在の指定
管理者の指定期間が平成31年3月31日で終了すること
から、新たに指定管理者を指定するものです。

Ｑ 施設改修については、指定管理者が要求によって実施
するのか。それとも市が実施を決めるのか。

Ａ 修繕が発生した場合、10万円を超えた場合には市が
行い、それ以下の場合には指定管理者が修繕を行うことに
なる。

（お問合せ先：障害福祉課　☎2998-9116）

議案第103号 所沢サン・アビリティーズの指定管理者の
 指定について

　フランス航空教育団が来日してから、2019年に100
周年を迎えることから、記念イベント実施に向けて平
成31年度分の所要経費について債務負担行為を設定す
るものです。

Ｑ 市内には国際航空専門学校があるが、連携はとってい
るのか。

Ａ 市内で航空に関わる専門学校ということで連携をとっ
ていきたい。古典機の修理や組み立てなどに関わってもら
うこの機会を捉え、アンリ・ファルマン機　とつながりが
できるような取り組みも考えていきたい。

（お問合せ先：商業観光課　☎2998-9155）

議案第82号　平成30年度所沢市一般会計補正予算（第5号）
 フランス航空教育団来日100周年記念
 イベント開催支援事業
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第 188 号

9月27日委員会審査予備日に請願提出者ほか1名から意見を伺うため参考人招致し、意見を求め審査を行いました。はじめに参考人
2名から意見を伺った後、参考人に対し質疑を行いました。

議員提出議案

高齢者の移動手段の充実を採択 教育委員会委員任命等の同意

意見書6件を提出・反省を求める決議を可決 平成29年度決算の審査に向けて

【要旨】
①ところバスの増便など、利便性を高めるための改善を
すすめてください

②現在ところバスに対して実施されている高齢者の特別
乗車証（優待乗車証）制度を市内の民間路線バスにも
適用させてください

③デマンドタクシー制度を新設し、安価に利便性高く市
民が利用できるようにしてください

【請願提出者の意見　】
　私どもは時々生活実態アンケート調査なども行っており
ますが、毎回、高齢者の移動手段を充実してほしいという
回答が、数多く出されます。
　今回の請願では、3つの項目について示させていただきま
した。来年度からすぐに実現することは難しい項目も中に
はあるのかもしれません。でも、議会の意思として、所沢
市の施策として高齢者の移動手段を充実させていく姿勢を
鮮明にしていただきまして、具体的な改善につなげていた
だきたいものと思っています。

請願第2号 高齢者の移動手段保障のため所沢市の施策
 を充実してください

議員提出議案第11号 オスプレイの所沢上空の飛来中止を
 求める意見書について
議員提出議案第12号 地方議会議員の厚生年金加入につい
 て慎重な検討を求める意見書につい
 て
議員提出議案第13号 サマータイム制の性急な導入に反対
 し、慎重な検討を求める意見書につ
 いて
議員提出議案第14号 児童虐待防止対策のさらなる強化を
 求める意見書について
議員提出議案第15号 キャッシュレス社会の実現を求める
 意見書について
議員提出議案第16号 柔軟仕上げ剤など家庭用品に含まれ
 る香料の成分表示等を求める意見書
 について
議員提出議案第17号 松本明信議員に反省を求める決議
　松本明信議員は、本来秘匿すべき機密情報をインター
ネットに投稿し、議員としての守秘義務を著しく違反した
ことは、所沢市議会の信頼を大きく損ねるものである。ま
た、本年夏、議員の資質について議長より口頭注意を受け
たばかりである。今回の行為は本市議会の信頼を損なう行
為であり、誠に遺憾である。よって、今後二度とこのよう
なことがないよう、松本明信議員に強く反省を求めるもの
である。以上、決議する。

議案第10号　決算特別委員会の設置について

　平成29年度一般会計、各特別会計、各事業会計の歳入・
歳出予算の執行実績を確認し、内容を審査するため、「決
算特別委員会」を設置するものです。本委員会は、閉会中
も継続して審査を行うことができるものとし、今定例会で
付託された決算認定10件を、定例会終了後に審査します。

決算特別委員会
　◎吉村　健一　（公明党）
　〇松崎　智也　（未来）
　　矢作いづみ　（日本共産党）
　　粕谷不二夫　（自由民主党）
　　赤川　洋二　（リベラル所沢）
　　亀山　恭子　（公明党）
　　入沢　　豊　（自由民主党・無所属の会）
　　桑畠　健也　（至誠自民クラブ）

　　◎…委員長　　○…副委員長

議案第125号 教育委員会委員任命の同意を求めること
 について

 清水　国明氏（山梨県・再任）

議案第126号 公平委員会委員選任の同意を求めること
 について

 大岩　征子氏（所沢市緑町・再任）

Ｑ 4年間の間の定例教育委員会会議と臨時教育委員会会議
の出席状況は。また、卒業式等に関してどれくらい出席を
されているのか。

Ａ 平成26年10月の就任後、平成30年9月までの期間にお
いて、定例会は52回開催され、うち44回出席されている。
なお、学校現場との教育懇談会や卒業式には100%出席して
いる。

請 願 人事関係
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第6次所沢市総合計画

賛否が分かれた審議結果

議案第80号は3日間の審査の結果、閉会中に継続審査することとなりました

එ
ਛ

討論　̶議案に賛成・反対します̶

議案第88号　所沢市重度心身障害児等の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例制定について
・今回の所得制限の導入は、限られた財源の中、制度を今後も維持していくため、所得が高く医療費負担の可
能な方には相応の負担をしていただくというものである。また県の要綱の改正を受けた条例改正であり、埼玉
県内63市町村のうち55の市町村が所得制限の導入を予定しているところでもある。所得制限の基準となる所得

は、平成28年の正規雇用者の民間平均給与額よりも高い額となっており、他県においても最も多く準拠されているこ
とから、妥当な基準であると考える。

・障害のある方が仕事を持ち自力で生活できるよう応援することは、地方自治法の本旨に基づく目的が福祉の
増進であれば当然のことであり、この条例はそれに逆行するものではないか。さらに、当市は、障害のある人
もない人も共に生きる社会づくり条例を制定し推進しているところでもある。他市で県に追随することなく検

討中の市町村もあることから、当市としても十分な検討を求めると同時に、障害者を所得のあるなしで差別するよう
な条例を認めることはできないと考える。
・障害者福祉は、予算が余っているから給付し、予算が厳しいからなくすという問題ではなく、生命の問題である。
市が厳しい財政状況であることは理解しているが、障害のある人もない人も共に生きる社会を目指すべき所沢市で、
応能負担と応益負担の十分な議論がないままの安易な条例改正に疑義がある。

ખ
ৌ

○：賛成　　×：反対　　－：採決に加わらず

議案番号 議　案　件　名 付託委員会
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至誠自民クラブ 自由民主党 日本共産党 リベラル所沢
自由民主党・
無所属の会

未来

結　果

市長提出議案第125号

議員提出議案第17号

市長提出議案第88号 原案可決

松本明信議員に反省を求める決議

教育委員会委員任命の同意を求めることについて

所沢市重度心身障害児等の医療費の助成に関
する条例の一部を改正する条例制定について

─

─

健康福祉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
（
議
　
長
）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

原案可決－ － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ × × × × 除
斥 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○× × × × ×

同意する賛成20、反対11、白票1（無記名投票による）

議案第80号　第6次所沢市総合計画基本構想及び前期基本計画の策定について

　第5次所沢市総合計画の計画期間が平成30年度をもって終了と
なることから、平成31年度からの本市における総合的かつ計画
的な行政運営を図るための基本構想及び基本構想を実現するため
の施策体系や方針、主要事業などを定める前期基本計画について
策定するものです。

審査日：平成30年 9月11日（火）
 9月12日（水）
 9月26日（水）

継続審査　の意見
・非常に充実した審議を執行部のご協力のもとさせていただきました。議員個々と執行部との質疑は、まだ不十分なとこ
ろもありますが、ある程度充実したものとなったと思いますが、我々委員として、お互いにどのような考え方で整理して
いくかという我々委員自身の議論の時間も必要だと思います。よりよいものにしていくためにも、議論する時間を設けさ
せていただければということで、継続審査を主張したいと思います。

継続審査とは会議に付された事件について、当該会期中に議了できず、特に会議で議決して付託を受けた委員会が閉会中に引き
続き審査を行うことをいいます。
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立地適正化計画作成について提言しました
　建設環境常任委員会では、8月29日に開催した委員会で「立地適
正化計画作成の提言」をまとめ、9月定例会で報告しました。
　提言には、「コンパクトな街づくり」を念頭に、市内の駅を拠点とし、
各行政区の歴史的な経緯を考慮した立地適正化計画の早期作成、地
域住民の移動ニーズを的確に把握し、将来のあるべき交通体系の検
討、防災・減災の観点から、住宅を含む新たな建築物の規制強化の
検討などの内容が盛り込まれました。

Topics!

Topics!

本会議での委員長報告

緊急質問を行いました
　国民健康保険高齢受給者証の該当者408人分の氏名、住所等の個人情報が記録された情報記録媒体
USBメモリ1本について、3月から紛失していたことが8月に明らかになったことを受け、9月定例会で、「高
齢受給者証データを格納したUSBメモリの紛失の件に対する緊急質問」を実施しました。

緊急質問・・・市政に対する一般質問や議案に対する質疑以外で、緊急を要する内容や、真にやむを
得ないと認められる場合、その事柄について、議会の同意を得たうえで質問を行うことができます。

平成30年7月豪雨への支援を行いました
　西日本を中心に甚大な被害をもたらした平成30年7月豪雨の被災地に対し、議員からの義援金、所沢駅
頭で皆さまからいただいた義援金を合わせた合計367,737円を、全国市議会議長会にお渡ししました。
　（義援金は、全国市議会議長会が被災地に分配しました。）
　被災された方々に心よりお見舞い申し上げるとともに、一日も早い復興をお祈り申し上げます。

全小中学校へのエアコン設置について提言しました
　市民文教常任委員会では、8月29日に開催した委員会で「全小中
学校への速やかなエアコン設置を求める提言」をまとめ、9月定例会
で報告しました。
　藤本市長が今年1月に、全小中学校へエアコンを設置する方針を表
明したが、今年度に入り、市内中学校で7名が救急搬送されたことなど
を受けてまとめた提言には、エアコン設置に当たっては、状況を鑑みな
がら速やかに予算措置を講じ、一日も早い設置を検討することなどの
内容が盛り込まれました。 教育長への提言の手交
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議会報告会を開催します（議会基本条例制定10周年記念）
　議会をより身近なものに感じていただけるよう、議会情報を議員が直接、市民
の皆さんに報告・説明するとともに、ご意見を市政に反映させるため、議会報告
会を開催します。今回の議会報告会では平成30年9月定例会の内容について、ご
説明します。
　1. 定例会内容報告・質疑応答　2. 市政全般に対する意見交換
ؙ��া��঩قଅ୕ؙع��؟��كળऽठतऎॉ७থॱش঍شঝ
ؙ��া��঩ق਷ك��৘૽ਚ৸৩ੈ৮ভ஼ؙع��؟

　平成30年第4回（12月）定例会開会に先立ち、議場コンサートを開催します。
঩ؙৎ؟��া�঩قাك�মভ৮ৃؙؙؙ��؟�ع��؟
౰ས঻؟ట᫖഻ؙ঳ؙ੽ كঝঃথས঻ش५ॸॕقؙ
　東京音楽大学卒。1992年 Renegades Steel Orchestraのライブでスティールパンと出会い、衝撃を
受ける。2000年からスティールパン奏者として演奏活動を始め、2007年、本場トリニダード・トバゴ共和国
にて開催するスティールパンコンテスト「PANORAMA」に現地のオーケストラ Starlift Steel Orchestra 
のメンバーとして出場。
　2008年 自身が主宰するスティールパンオーケストラ「WAIWAI STEEL BAND」を結成し、全国でさま
ざまな音楽フェスに出演している。また「WAIWAI PANYARD」を所沢市内で開校するなど、スティール
パン、音楽を通し、「喜び」「音の記憶」を探求している。　

議場コンサートを実施します（議会基本条例制定10周年記念）

Topics!

Topics!

؛ਵৢ๨ऋँॉऽघু؛োৃ૮મپ
؛ओਟৃपਊञढथमਁુઐৢਃঢ়॑ओਹ৷ऎटऔःپ

ك��ఆق؛੔ାದधऩॉऽघ؛োৃ૮મپ

　議会の広聴機能強化の一環として、7月28日（土）に市役所全員協議会室にて、ワールドカフェスタイル
による市民の方々と議員との意見交換会「みみ丸カフェ 2018」を開催しました。早稲田大学の扇原教授
がファシリテータを務め、無作為抽出で選出された一般市民の方々、早稲田大学人間科学部、日本大学芸
術学部、秋草短期大学の学生の方々、市内公立高校の生徒の方々、本市議会広聴広報委員の総勢57人が
参加し、「所沢市の魅力」について意見交換を行いました。

みみ丸カフェ2018を開催しました
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一
般
質
問
っ
て
な
に
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
員
が
市
に
対
し
て
行
う
質
問
で
す
。
あ
な
た

の
生
活
に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
?

※
各
議
員
の
多
く
の
質
問
項
目
か
ら
、
1
項
目
を
抜
粋
し
て

い
ま
す
。
す
べ
て
の
質
問
項
目
お
よ
び
動
画
は
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

住民が、地方公共団体の職員について、違法もしくは不当な財務会計上の行為があると認められる場合、監査委員に対し監査を求め、
必要な措置を講ずべきことを請求することができる制度のことをいいます。

Ｑ
6
月
下
旬
に
東
川
、

柳
瀬
川
に
監
視
カ
メ
ラ
が

設
置
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
そ
の
詳
細
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

A
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨

な
ど
の
大
雨
の
際
に
増
水

し
た
河
川
に
近
づ
く
こ
と

は
大
変
危
険
で
あ
る
た
め
、

自
宅
か
ら
安
全
に
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
河
川
の
水
位
状

況
を
確
認
で
き
る
よ
う
、

東
川
に
4
カ
所
、
柳
瀬
川

に
3
カ
所
、
河
川
監
視
用

カ
メ
ラ
を
埼
玉
県
が
設
置

し
た
。
カ
メ
ラ
に
よ
る
画

像
に
よ
り
、
埼
玉
県
「
川

の
防
災
情
報
」
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
所
沢
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
河
川
の
様
子
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

一
昨
年
の
台
風
9
号
の

　
そ
の
後
の
対
策
・
対
応
と

　
　
　
　
　豪
雨
対
策
に
つ
い
て

Ｑ
一
部
負
担
金
が
、
医

療
機
関
・
入
院
・
通
院
ご

と
に
1
カ
月
2
万
1
，0

0
0
円
以
上
か
か
っ
た
場

合
、
医
療
機
関
窓
口
で
一

部
負
担
金
の
全
額
支
払
い

が
必
要
で
あ
る
。
保
護
者

に
と
っ
て
大
変
な
負
担
と

な
っ
て
い
る
た
め
窓
口
支

払
い
を
な
く
す
よ
う
見
直

し
が
で
き
な
い
か
。

A
市
内
の
医
療
機
関
で

受
給
者
証
を
提
示
す
る
こ

と
で
、
原
則
一
部
負
担
金

を
窓
口
で
支
払
わ
な
く
て

よ
い
が
、2
万
1
，0
0
0

円
以
上
と
な
っ
た
場
合
、

受
給
者
が
加
入
す
る
健
康

保
険
組
合
が
負
担
す
る
高

額
療
養
費
や
付
加
給
付
費

に
該
当
す
る
場
合
が
あ
り
、

窓
口
払
い
を
な
く
す
こ
と

は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
医
療
費
高
額
窓
口
負
担

　
　
　
　
　
の
見
直
し
に
つ
い
て

Ｑ
通
学
路
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
点
検
を
踏
ま
え
て
、

今
後
ど
の
よ
う
に
安
全
性

を
確
保
す
る
の
か
。

A
各
学
校
で
は
既
に
危

険
が
疑
わ
れ
る
箇
所
を
通

過
す
る
児
童
・
生
徒
に
対

し
、
道
路
の
反
対
を
歩
く

こ
と
や
近
づ
か
な
い
こ
と

な
ど
の
指
導
を
行
っ
て
い

る
。
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
や

見
守
り
隊
な
ど
の
地
域
の

方
々
や
保
護
者
の
見
守
り

を
強
化
す
る
な
ど
の
対
応

を
行
い
、
児
童
・
生
徒
の

安
全
確
保
を
図
っ
て
い
る
。

各
校
か
ら
報
告
の
あ
っ
た

危
険
が
疑
わ
れ
る
箇
所
の

内
容
を
集
約
し
、
通
学
路

の
変
更
な
ど
指
導
助
言
を

行
う
と
と
も
に
、
関
係
課

に
情
報
提
供
を
行
い
な
が

ら
連
携
し
て
対
応
し
て
い

く
。

市
内
小
・
中
学
校
に
対
す
る

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全
対
策
は

Ｑ
住
民
監
査
請
求
の
結

果
の
公
表
に
つ
い
て
、
他

自
治
体
で
は
監
査
結
果
の

公
表
に
併
せ
て
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
に
掲
載
し
て
い
る

が
、
他
自
治
体
の
状
況
と

併
せ
て
本
市
の
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

A
本
市
で
は
住
民
監
査

請
求
に
関
す
る
調
査
、
監

査
結
果
は
告
示
に
よ
り
公

表
し
て
い
る
。
近
隣
市
で

は
、
さ
い
た
ま
市
、
川
越

市
、川
口
市
、越
谷
市
、狭

山
市
な
ど
で
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
公
表
し
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
今
後
は
他
市
の

状
況
な
ど
も
勘
案
し
、
監

査
委
員
会
議
等
の
場
を
通

じ
議
論
を
深
め
、
監
査
情

報
の
公
開
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

住
民
監
査
請
求
　
結
果
の

公
表
に
つ
い
て

こ
こ
が
聞
き
た
い
！質

問

一
般
質
問

日本共産党
小林　澄子

自由民主党
大舘　隆行

自由民主党・
無所属の会
大石　健一

至誠自民
クラブ
中村　太
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「エレクトロニック・スポーツ」の略で、広義には、電子機器を用いて行う娯楽、競技、スポーツ全般を指す言葉であり、コン
ピューターゲーム、ビデオゲームを使った対戦をスポーツ競技として捉える際の名称です。

Ｑ
所
沢
に
進
出
し
て
く

る
株
式
会
社
K
A
D
O
K

A
W
A
が
e
ス
ポ
ー
ツ
に

か
な
り
積
極
的
で
あ
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
所
沢
で

e
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催

す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
市
と
し
て
も
積

極
的
に
関
わ
り
、
情
報
収

集
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
e
ス
ポ
ー
ツ
の
展
開

に
お
い
て
は
、
ニ
コ
ニ
コ

動
画
で
の
配
信
、
学
校
法

人
角
川
ド
ワ
ン
ゴ
学
園
N

高
等
学
校
で
の
部
活
動
な

ど
、
株
式
会
社
K
A
D
O

K
A
W
A
と
の
関
連
に
つ

い
て
は
大
変
深
い
も
の
が

あ
り
、
本
市
を
国
内
外
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
う
え
で
強

力
な
コ
ン
テ
ン
ツ
に
成
長

す
る
こ
と
も
十
分
考
え
ら

れ
る
た
め
、
引
き
続
き
情

報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

e
ス
ポ
ー
ツ
　
大
会
の

誘
致
な
ど
民
間
の
支
援
を

Ｑ
都
市
高
速
鉄
道
12
号

線
の
東
所
沢
駅
ま
で
の
延

伸
に
関
わ
る
所
沢
市
独
自

の
活
動
を
実
施
し
て
い
る

の
か
。

A
所
沢
市
に
お
い
て
は
、

12
号
線
の
結
節
点
と
考
え

ら
れ
て
い
る
東
所
沢
駅
周

辺
に
つ
い
て
、
平
成
28
年

4
月
に
国
か
ら
出
さ
れ
た

交
通
政
策
審
議
会
の
答
申

で
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ

て
い
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の

取
り
組
み
と
し
て
、
と
こ

ろ
ざ
わ
サ
ク
ラ
タ
ウ
ン
や

土
地
利
用
の
推
進
な
ど
、

利
用
者
の
増
加
に
つ
な
が

る
施
策
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

都
市
高
速
鉄
道
12
号
線

（
地
下
鉄
大
江
戸
線
）に
つ
い
て

自由民主党
松本　明信

Ｑ
2
0
2
0
年
の
と
こ

ろ
ざ
わ
サ
ク
ラ
タ
ウ
ン
の

オ
ー
プ
ン
を
見
据
え
て
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
国
を
絞
っ
た

戦
略
構
築
を
行
っ
て
は
ど

う
か
。

A
訪
日
外
国
人
観
光
客

の
誘
致
に
当
た
り
、
所
沢

市
と
関
わ
り
の
深
い
国
を

対
象
に
集
中
的
に
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
く
こ
と
は
、

効
果
的
に
本
市
の
魅
力
を

伝
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
る
。
姉
妹
都

市
が
あ
る
ア
メ
リ
カ
、
韓

国
、
中
国
は
も
と
よ
り
、

台
湾
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ

ン
ス
、
ス
ロ
バ
キ
ア
な
ど
、

本
市
と
関
わ
り
の
深
い
国

の
中
か
ら
重
点
的
な
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
対
象

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
訪
日
外
国
人
旅
行
者
）

施
策
に
つ
い
て

Ｑ
子
ど
も
の
貧
困
対
策

や
少
子
化
対
策
、
義
務
教

育
は
無
償
の
憲
法
理
念
や

食
育
の
充
実
、
子
育
て
支

援
か
ら
実
施
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
い
か
が
か
。

A
現
在
、
小
・
中
学
校

の
児
童
・
生
徒
の
給
食
費

は
、お
よ
そ
2
万
5
，0
0

0
人
分
の
年
間
合
計
で
約

12
億
円
で
あ
り
、
生
活
保

護
等
の
経
済
的
理
由
に
よ

る
給
食
費
の
支
払
い
が
困

難
な
家
庭
へ
の
市
の
負
担

分
と
し
て
約
1
億
6
，6

0
0
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

給
食
費
の
無
償
化
に
は
多

大
な
経
費
が
継
続
し
て
必

要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
現

時
点
で
は
市
の
厳
し
い
財

政
状
況
か
ら
も
、
給
食
費

無
償
化
は
極
め
て
難
し
い

も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
で

食
育
の
充
実
と
子
育
て
支
援
を

Ｑ
ご
み
の
出
し
方
に
よ

る
苦
情
や
要
望
は
、
年
に

何
件
く
ら
い
あ
る
の
か
。

ま
た
、
そ
の
内
容
と
そ
れ

に
対
す
る
対
応
は
。

A
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
に

お
住
ま
い
の
方
や
近
隣
の

方
か
ら
、
ご
み
分
別
の
不

徹
底
や
排
出
日
の
誤
り
な

ど
に
よ
り
、
ご
み
が
山
積

み
に
な
り
、
市
で
注
意
し

て
ほ
し
い
と
い
っ
た
相
談

が
、
平
成
28
年
度
で
38
件
、

29
年
度
で
25
件
あ
っ
た
。

対
応
に
つ
い
て
は
、
現
地

確
認
を
行
い
、
管
理
会
社

や
管
理
人
に
連
絡
し
た
上

で
改
善
す
る
よ
う
指
導
を

行
う
と
と
も
に
、
該
当
の

集
積
所
の
利
用
世
帯
を
訪

問
し
て
啓
発
チ
ラ
シ
等
を

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
、
ご
み

の
出
し
方
を
啓
発
し
て
い

る
。

所
沢
市
の
ご
み
分
別
・
収
集に

つ
い
て

Ｑ
美
観
を
考
慮
し
た
駅

舎
の
改
修
を
含
め
た
東
所

沢
駅
改
修
計
画
に
つ
い
て
、

現
在
の
J
R
の
動
き
を
伺

い
た
い
。

A
J
R
東
日
本
八
王
子

支
社
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

駅
舎
の
改
修
は
管
内
を
計

画
的
に
実
施
し
て
お
り
、

必
要
に
応
じ
て
改
修
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
東
所
沢

駅
に
つ
い
て
は
現
時
点
で

の
計
画
は
な
い
。
ま
た
改

札
口
の
増
設
や
新
設
に
つ

い
て
は
乗
降
客
数
が
実
態

と
し
て
ふ
え
た
段
階
で
検

討
し
た
い
と
の
こ
と
で
、

本
市
と
し
て
は
、
今
後
サ

ク
ラ
タ
ウ
ン
の
オ
ー
プ
ン

等
に
よ
り
利
用
者
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

粘
り
強
く
J
R
東
日
本
に

要
望
し
て
い
く
。

東
所
沢
駅
の
改
修
計
画
の
動
き
は

日本共産党
城下　師子

未来
松崎　智也

至誠自民
クラブ

杉田　忠彦

至誠自民
クラブ
秋田　孝

未来
谷口　雅典
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Ｑ
今
後
、
さ
ら
に
自
立

支
援
制
度
の
利
用
勧
奨
を

積
極
的
に
行
う
こ
と
が
必

要
だ
と
考
え
る
が
、
い
か

が
か
。

A
地
域
で
孤
立
す
る
生

活
困
窮
者
に
対
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
て
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
促
進

事
業　

の
周
知
に
向
け

た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る
こ

と
は
大
切
な
こ
と
と
認
識

し
て
い
る
。
平
成
29
年
度

か
ら
水
道
使
用
料
を
滞
納

さ
れ
た
方
の
使
用
料
請
求

の
お
知
ら
せ
に
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
促
進
事
業
の

チ
ラ
シ
を
同
封
し
、
情
報

が
直
接
届
く
よ
う
に
し
た
。

今
後
も
効
果
的
な
周
知
方

法
を
検
討
し
、
実
施
し
て

い
き
た
い
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の

利
用
勧
奨
に
つ
い
て

Ｑ
カ
ラ
ス
に
よ
る
生
活

被
害
を
通
報
し
た
場
合
の

市
の
対
応
は
。

A
ご
み
集
積
場
な
ど
の

ご
み
を
荒
ら
し
て
い
る
場

合
、
カ
ラ
ス
の
侵
入
を
防

ぐ
ネ
ッ
ト
を
設
置
す
る
こ

と
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
通
行

人
や
住
民
の
方
を
威
嚇
す

る
な
ど
の
被
害
を
及
ぼ
し

て
い
る
場
合
は
、
看
板
を

設
置
し
注
意
喚
起
を
行
っ

て
い
る
。
被
害
の
防
除
を

試
み
た
う
え
で
農
業
被
害

や
生
活
へ
の
被
害
が
続
く

場
合
に
は
、
専
門
の
業
者

な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

頻
発
す
る
カ
ラ
ス
に
よ
る

被
害
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

自立支援相談支援事業、住居確保給付金の支給、学習支援事業、家計相談支援事業を実施し、さまざまな問題を抱え地域で孤立
している生活困窮者に対し支援を行うものです。

Ｑ
選
定
に
お
い
て
、
評

価
結
果
集
計
表
の
点
数
が

高
か
っ
た
割
に
多
く
の
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
児

童
ク
ラ
ブ
が
見
受
け
ら
れ

る
が
、
選
定
プ
ロ
セ
ス
の

改
善
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A
指
定
管
理
者
が
変
更

に
な
っ
た
際
の
引
き
継
ぎ

に
つ
い
て
慎
重
か
つ
確
実

に
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、

新
旧
事
業
者
と
の
三
者
協

議
に
加
え
、
必
要
に
応
じ

引
き
継
ぎ
の
際
に
も
立
ち

合
っ
て
い
る
。
引
継
ぎ
体

制
に
関
す
る
評
価
項
目
の

配
点
を
高
く
す
る
な
ど
、

連
携
に
効
果
的
な
方
策
を

今
後
研
究
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

指
定
管
理
者
の
選
定
に
つ
い
て

Ｑ
現
在
の
取
り
組
み
状

況
と
、
今
後
の
進
め
方
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

A
第
7
期
所
沢
市
高
齢

者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
に
基
づ
き
、
市

内
14
の
日
常
生
活
圏
域
に

お
い
て
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
相
談
体
制

の
整
備
、
介
護
予
防
・
重

度
化
防
止
の
推
進
や
在
宅

医
療
・
介
護
の
連
携
体
制

の
整
備
、
認
知
症
の
施
策

の
推
進
な
ど
を
進
め
る
こ

と
に
よ
り
、
関
係
機
関
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に

努
め
、
引
き
続
き
住
み
慣

れ
た
自
宅
や
地
域
で
自
立

し
た
生
活
を
送
り
、
必
要

な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
体
制
を
整
備
し
て

い
く
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て

自由民主党
越阪部征衛

自由民主党
青木　利幸

Ｑ
今
後
N
I
C
U
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
適
正

受
診
が
重
要
で
あ
る
が
、

そ
の
周
知
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

A
N
I
C
U
の
存
続
と

周
産
期
医
療
体
制
の
拡
充

に
つ
い
て
は
、
小
児
科
医

師
な
ど
の
負
担
の
軽
減
と

緊
急
性
の
高
い
患
者
の
受

診
に
支
障
を
来
さ
ぬ
た
め

の
適
正
受
診
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
適
正
受
診
に
関

し
て
は
、
広
報
と
こ
ろ
ざ

わ
9
月
号
に
お
い
て
、
突

然
の
病
気
や
け
が
の
際
に

救
急
車
を
呼
ぶ
か
な
ど
の

判
断
に
迷
っ
た
場
合
の
専

門
家
に
よ
る
救
急
電
話
相

談
（
♯
7
1
1
9
）
の
案

内
を
大
き
く
掲
載
し
た
と

こ
ろ
で
、
今
後
も
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
捉
え
、
周
知

に
努
め
て
い
く
。

西
埼
玉
中
央
病
院
の
N
I
C
U

　（
新
生
児
集
中
治
療
室
）の

再
開
に
つ
い
て

Ｑ
現
在
で
も
渋
滞
す
る

市
道
3
ー
4
2
1
号
線
だ

が
、
幅
員
が
狭
く
車
両
の

す
れ
違
う
こ
と
が
で
き
な

い
箇
所
が
あ
り
、
3
工
区

が
完
成
す
る
と
今
以
上
の

渋
滞
が
起
こ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
以
前
、
渋
滞

対
策
の
要
望
を
出
し
た
が
、

現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
伺
い
た
い
。

A
市
道
3
│
4
2
1
号

線
は
、
所
沢
狭
山
線
か
ら

踏
切
ま
で
の
区
間
に
お
い

て
、
特
に
踏
切
付
近
の
幅

員
が
狭
い
状
況
で
あ
る
。

対
策
と
し
て
待
避
所
を
設

け
、
車
両
の
す
れ
違
い
を

可
能
と
す
る
こ
と
が
有
効

で
あ
り
、
地
権
者
に
御
協

力
い
た
だ
き
、
北
野
下
富

線
の
3
工
区
供
用
開
始
前

ま
で
に
は
待
避
所
を
設
置

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

北
野
下
富
線
第
3
工
区
完
成
後
の

渋
滞
対
策
に
つ
い
て

自由民主党・
無所属の会
石原　昂

公明党
西沢　一郎

公明党
植竹　成年

リベラル所沢
島田　一隆
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Ｑ
障
害
者
雇
用
の
観
点

か
ら
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ

ィ
ス
誘
致
の
可
能
性
を
探

る
こ
と
に
つ
い
て
見
解
を

伺
い
た
い
。

A
近
年
、
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
の
仕
組
み
を
活

用
し
、
企
業
へ
の
オ
フ
ィ

ス
と
な
る
場
所
の
提
供
や
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を

設
置
し
た
い
企
業
に
対
し
、

障
害
者
の
雇
用
、
定
着
支

援
等
を
行
い
、
企
業
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
事

業
所
が
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。
障
害
者
の
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
勤
務
に
つ

い
て
は
、
現
在
国
に
お
い

て
研
究
中
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
本
市
に
お
い
て

は
そ
の
動
向
を
注
視
す
る

と
と
も
に
、
課
題
の
整
理

な
ど
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

Ｑ
仮
称
「
ト
コ
ろ
ん
朝

ご
は
ん
条
例
」
を
制
定
し
、

朝
ご
は
ん
の
大
切
さ
を
中

心
と
し
た
食
育
と
地
産
地

消
の
推
進
な
ど
で
、
市
と

し
て
県
内
一
の
健
幸
長
寿

を
目
指
す
取
り
組
み
を
し

て
は
い
か
が
か
。

A
所
沢
市
保
健
医
療
計

画
な
ど
に
基
づ
き
、
乳
幼

児
か
ら
高
齢
者
ま
で
を
対

象
と
し
た
各
種
健
康
増
進

事
業
を
は
じ
め
、
学
校
の

児
童
等
に
対
し
て
も
、
朝

食
を
と
る
こ
と
の
重
要
性

に
つ
い
て
積
極
的
な
啓
発

を
こ
れ
ま
で
も
進
め
て
い

る
。
朝
ご
は
ん
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
は
、
今
後
研

究
を
し
て
い
く
。

オフィスの管理主体や活用形態を問わず、都市部の企業等が本拠から離れたところに設置する遠隔勤務のためのオフィスの総称です。

仮
称「
ト
コ
ろ
ん
朝
ご
は
ん
条
例
」

制
定
に
つ
い
て

Ｑ
41
%
を
占
め
る
厨
芥

ご
み
（
生
ご
み
）
の
半
分

は
水
分
で
あ
り
、
水
分
を

減
ら
す
こ
と
で
徹
底
し
た

資
源
化
に
つ
な
が
る
と
思

う
が
い
か
が
か
。

A
生
ご
み
の
水
分
量
を

減
ら
し
た
い
と
い
う
こ
と

で
、
こ
の
夏
か
ら
パ
ッ
カ

ー
車
の
横
に
ポ
ス
タ
ー
な

ど
を
掲
示
し
て
、
生
ご
み

水
切
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
生
ご

み
を
は
じ
め
と
し
た
焼
却

ご
み
の
多
く
を
資
源
化
す

る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
ご

み
減
量
効
果
は
非
常
に
大

き
い
も
の
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

徹
底
し
た
ご
み
の
分
別
と

資
源
化
に
つ
い
て

Ｑ
男
女
共
同
参
画
の
推

進
に
つ
い
て
は
、
大
人
の

意
識
改
革
だ
け
で
な
く
、

子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
学

校
教
育
も
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
と
思
う
が
考

え
を
伺
い
た
い
。

A
義
務
教
育
の
段
階
か

ら
男
女
平
等
の
重
要
性
、

男
女
の
相
互
理
解
と
協
力

及
び
社
会
参
画
等
に
つ
い

て
の
指
導
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
児

童
生
徒
は
、
日
々
の
学
校

生
活
の
中
で
、
男
女
と
も

委
員
会
活
動
や
ク
ラ
ブ
活

動
、
学
校
行
事
等
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
個
性
や
能

力
を
発
揮
し
活
躍
し
て
お

り
、
男
女
平
等
の
意
識
は

着
実
に
醸
成
さ
れ
て
き
て

い
る
と
捉
え
て
い
る
。

Ｑ
不
育
症
治
療
に
独
自

の
支
援
制
度
を
設
け
る
自

治
体
が
ふ
え
て
い
る
。
患

者
支
援
と
し
て
、
経
済
的

負
担
軽
減
を
図
り
治
療
を

受
け
や
す
く
す
る
不
育
症

の
治
療
費
助
成
制
度
に
つ

い
て
考
え
を
伺
い
た
い
。

A
不
育
症
で
悩
ん
で
い

る
方
が
い
る
こ
と
や
、
経

済
的
負
担
軽
減
の
た
め
不

育
症
治
療
に
独
自
の
支
援

制
度
を
設
け
る
自
治
体
が

あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
不

育
症
の
治
療
に
つ
い
て
は
、

県
が
助
成
対
象
と
し
て
お

ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
治
療

費
が
保
険
適
用
と
な
る
こ

と
か
ら
、
現
時
点
で
は
今

後
の
動
向
を
注
視
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

不
育
症
治
療
費
助
成
制
度に

つ
い
て

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

日本共産党
荒川　広

Ｑ
と
こ
ろ
ざ
わ
サ
ク
ラ

タ
ウ
ン
の
建
設
工
事
は
公

共
事
業
で
は
な
い
が
、
市

も
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
か

ら
市
内
事
業
者
の
積
極
的

な
活
用
を
し
て
い
る
か
。

A
本
市
と
所
沢
商
工
会

議
所
、
株
式
会
社
K
A
D

O
K
A
W
A
、
鹿
島
建
設

株
式
会
社
の
4
者
で
、
地

元
企
業
活
用
ワ
ー
キ
ン
グ

を
組
成
し
、
市
内
事
業
者

向
け
の
説
明
会
を
開
催
し
、

工
事
受
注
を
希
望
す
る
事

業
者
の
募
集
を
行
い
、
市

内
事
業
者
に
優
先
的
に
発

注
す
る
仕
組
み
を
設
け
、

市
内
事
業
者
の
積
極
的
な

活
用
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

と
こ
ろ
ざ
わ
サ
ク
ラ
タ
ウ
ン
建
設

工
事
に
市
内
業
者
の
参
入
を

自由民主党・
無所属の会
入沢　豊

日本共産党
平井明美

公明党
福原　浩昭

公明党
亀山　恭子

リベラル所沢
末吉美帆子
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Ｑ
エ
ア
コ
ン
設
置
や
給

食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
事
業

を
進
め
る
前
に
、
小
中
学

校
統
廃
合
の
議
論
を
い
ち

早
く
進
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

A
学
校
統
廃
合
を
進
め

る
に
当
た
っ
て
は
、
地
域

住
民
の
理
解
や
他
の
施
設

と
の
兼
ね
合
い
な
ど
の
課

題
へ
の
調
整
の
た
め
、
十

分
な
調
査
・
検
証
が
必
要

で
あ
る
。
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

所
沢
市
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
　
の
基
本
方
針

に
基
づ
き
、
施
設
の
複
合

化
・
集
約
化
な
ど
の
方
法

も
模
索
し
、
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
室
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
全
庁

的
に
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

エ
ア
コ
ン
設
置
に
向
け
て

学
校
統
廃
合
の
検
討
を

Ｑ
米
軍
所
沢
通
信
基
地

へ
の
オ
ス
プ
レ
イ
・
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
な
ど
の
飛
来
中

止
に
向
け
て
、
市
民
と
力

を
合
わ
せ
て
取
り
組
む
こ

と
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い

た
い
。

A
所
沢
通
信
基
地
に
オ

ス
プ
レ
イ
や
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
な
ど
が
飛
来
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
日
米
の
政

府
間
の
問
題
と
も
言
え
る
。

ま
た
、
飛
行
機
の
飛
行
中

止
を
訴
え
る
手
法
は
さ
ま

ざ
ま
あ
る
の
か
も
し
れ
な

い
が
、
今
後
も
市
民
の
皆

様
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要

に
応
じ
て
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

米
軍
所
沢
通
信
基
地
へ
の
オ
ス
プ
レ
イ

な
ど
の
飛
来
中
止
に
向
け
て

Ｑ
台
風
襲
来
時
、
ど
の

よ
う
な
想
定
を
し
、
対
策

を
行
っ
て
い
る
の
か
伺
い

た
い
。

A
市
内
を
7
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
け
、
職
員
は
も
と
よ

り
、
造
園
会
社
の
協
力
の

も
と
、
台
風
の
接
近
前
に

高
木
の
総
点
検
を
実
施
し
、

倒
木
の
お
そ
れ
が
あ
る
樹

木
に
つ
い
て
は
緊
急
的
に

枝
葉
を
落
と
し
て
強
風
に

よ
る
影
響
の
軽
減
を
図
り
、

場
合
に
よ
っ
て
伐
採
す
る

な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
台
風
接
近
時

は
市
内
パ
ト
ロ
ー
ル
や
、

落
下
し
た
枝
や
葉
の
清
掃

な
ど
も
行
い
、
交
通
安
全

や
雨
の
排
水
に
支
障
が
な

い
よ
う
努
め
て
い
る
。

街
路
樹
の
風
水
害
対
策
に
つ
い
て

Ｑ
本
会
議
の
傍
聴
が
で

き
な
か
っ
た
の
だ
…
。
で

も
ど
う
し
て
も
当
日
の
様

子
が
見
た
い
の
だ
!
ど
う

し
た
ら
見
ら
れ
る
か
、
教

え
て
ほ
し
い
の
だ
。

A
市
議
会
H
P
の
「
議

会
中
継
」
の
ア
イ
コ
ン
か

ら
、
議
会
中
継
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く

こ
と
で
、
ラ
イ
ブ
中
継
及

び
録
画
中
継
の
映
像
を
ご

視
聴
い
た
だ
け
ま
す
。

※
年
内
を
も
っ
て
、
平
成
27
年

6
月
定
例
会
以
前
の
録
画
中
継

の
配
信
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
平
成
27
年
9
月
定
例

会
以
降
の
配
信
は
引
き
続
き
行

い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
　

み
み
丸
の
、こ
こ
が
聞
き
た
い
!

― 
議
会
の
映
像
を
見
た
い
の
だ
! 

―

至誠自民
クラブ

桑畠　健也

日本共産党
矢作いづみ

リベラル所沢
赤川　洋二

みみ丸

公共施設等の総合的かつ計画的な管理を推進する計画のことで、様々な社会状況を考慮しながら公共施設等の現況や課題などを
把握し、総合的かつ計画的な管理をするための基本的な方針を定めています。
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みみ丸のここが聞きたい!特別編
－ 議会基本条例を制定してからどんなことがあったのだ?  －

平成21年3月に議会基本条例ができてから、今年で10年目なのだ。きっとこの10年で
所沢市議会にもいろんなことがあったのだ。どんなことがあったのか教えてほしいのだ!!

議会基本条例を制定してから、ここに載せきれないぐらいたくさんの取り組みが始まって今に
至るのだ。表紙もどんどん変わってて、これからの所沢市議会と市議会だよりが楽しみなのだ!!

市議会だよりの表紙と振り返る10年間
当市議会では、平成21年3月に所沢市議会基本条例を制定してから今年で10年目を
迎えました。この間に多くの取り組みを行ってきましたが、ここでは、市議会だよりの
表紙の変遷とともに、広聴広報に係る取り組みを中心にご紹介いたします。

平成30年

平成28年

平成27年

平成26年

平成25年

平成24年

平成22年

平成21年

△議場コンサートで、プロの
ヴァイオリニスト矢津朋香
さんに演奏をしていただき
ました。

△所沢市出身の大相撲 
大輝関（現 北勝富士関）に
インタビューをさせていただき
ました。

△所沢市議会広聴広報マス
コットキャラクターの名前
を全国公募し、約220点の
候補から「みみ丸」に決定
しました。

◁Twitterでは本会議の
状況や閉会中の委員会の
予定、Facebookの投稿など
のお知らせを行っています。

▷平成21年3月定例会で、
議会基本条例案を可決しま
した。

◁「手に取ってもらえる議会だより」
を目指し、平成26年から28年にか
けて紙面のリニューアルに取り組み
ました。

185号

178号

176号

167号

150号

172号
早稲田大学との連携協定締結
議会基本条例改正
みみ丸カフェ初開催
政策研究審議会初開催

広聴広報マスコット みみ丸誕生
議場コンサート初開催

Facebook運用開始

Twitter運用開始
議員定数削減（平成27年選挙から適用）

政策討論会初開催

議会報告会初開催

議会基本条例制定所沢市議
会HPで

は、平成

18年以
降のとこ

ろざわ市

議会だよ
りをご覧

いただ

けます。

☆バック
ナンバー
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閉
会
中
の
・・・

定
例
会
が
な
い
と
き
も…

…

こ
こ
で
は
、
定
例
会
の
な
か
っ
た
期
間
に

行
わ
れ
た
、
議
会
や
委
員
会
と
し
て
の
活

動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
、
知
っ
て

い
ま
し
た
か
?

議
会
活
動

௹ଶ৘दَ३ॸॕউটঔش३ঙথपणः
थُؚ ઢ๵৘दَग़॥ঀ঑ॵॡफ़شॹॽথॢ
হ঵पणःथُजोझोଳ௄॑ষःऽखञ؛

ಫ஝યदَੇ൦৓৳୘হ঵ق৳୘ঐঐكप
णःथُؚ ๅি঴दَફओम॒૖୻؞ફओम
॒ઈ৿ৰ઱ੑ઺पणःथُؚ ஒ஌৘दَ੪ਞ
੃৘ँउुॉ௏೨तऎॉৰᄷੑ઺ؚँउु
ॉ௏೨तऎॉৰᄷ੫঵ੳ৒਑২पणःथُ
जोझोଳ௄॑ষःऽखञ؛

ഌ੃૝৘दَؚ ๆமૅधभৢ৾યୠഩৡ৲पणःथُؚ ෽઎৘दَ3),ু১पेॊ৾ૅ
ஔ୫७থॱشତ૟হ঵पणःथُजोझोଳ௄खऽखञ؛

10～12日

12～13日	
  ৘ড়ધઇଞભ੻৩ভଳ௄

�঩

�঩
ع
��঩

��঩
ع
��঩

��঩
ع
��঩

��঩
ع
��঩

��঩
��঩
��঩

૦ਝ୭୆
ଞભ੻৩ভ

੕ਜ৽ੋ
ଞભ੻৩ভ

௏೨ૣක
ଞભ੻৩ভ

৘ড়ધઇ
ଞભ੻৩ভ

੕ਜ৽ੋ
ଞભ੻৩ভ

৮ভઈ੾੻৩ভ
ઁലઁਾ੻৩ভ
ઁലઁਾ੻৩ভ

৆ؙੁ
ୈ૛ভ

ଳؙ௄

ଳؙ௄

ଳؙ௄

ଳؙ௄

੻৩ভ

੻৩ভ

૬ऌੇटैऐभඌقযઠ੖૘धඌतऎॉ؞
॑ଆएपमك
كਚ૕৘ऒनुधૣකभ౞ਟைق

३ঙথपणःथش३ॸॕউটঔ؞
كఎੴ਩௹ଶ৘ق

ॹॽথॢহ঵पणःथشग़॥ঀ঑ॵॡफ़؞
كಯળ਩ઢ๵৘ق

पणःथك୘ঐঐ৳ق൦৓৳୘হ঵ੇ؞
ك਎੃ಫ஝યূق

ફओम॒ઈ৿ৰ઱ੑ઺प؞ફओम॒૖୻؞
णःथقஒ஌਩ๅি঴ك
੪ਞ੃৘ँउुॉ௏೨तऎॉৰᄷੑ઺ؚ؞
ँउुॉ௏೨तऎॉৰᄷ੫঵ੳ৒਑২प
णःथقஒ஌਩ஒ஌৘ك
ๆமૅधभৢ৾યୠഩৡ৲पणःथ؞
كౡ਽਩ഌ੃૝৘ق

ତ૟হش১पेॊ৾ૅஔ୫७থॱু,(3؞
঵पणःथق૝ଗ਩෽઎৘ك
३ঙথ௓ਤহ঵पणःथش३ॸॕউটঔ؞
ك৛਩୕৛৘୕ق

इॊ৲पेॊઽವ૨਱঱पणःथৄ؞
كৗඎ਩ໃຂਆ৘ق

৮ভઈ੾पঢ়घॊহඨपणःथ؞
ك४૞සش�ঌق����ााீढ़ইख़؞
ലઁਾपणःथઁ؞

7月

௏೨ૣකଞભ੻৩ভ
ଳ௄

9～10日 ੕ਜ৽ੋଞભ੻৩ভ
ଳ௄
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�঩

�঩
ع
�঩

��঩

��঩
ع
��঩
��঩

��঩

��঩

੕ਜ৽ੋ
ଞભ੻৩ভ

૦ਝ୭୆
ଞભ੻৩ভ

৉্൉েपঢ়घ
ॊ્શ੻৩ভ

ઁലઁਾ੻৩ভ

৮ভઈ੾੻৩ভ
৮ভઈ੾੻৩ভ
ਫౢ੻৩শ
৴൪ੈ৮ভ
৘ড়ધઇ
ଞભ੻৩ভ

૦ਝ୭୆
ଞભ੻৩ভ

ઁലઁਾ੻৩ভ
ਸ਼�ઃ
ਚ૕৘੕়ੑ઺
્શ੻৩ভ

੻৩ভ

ଳؙ௄

੻৩ভ

ଳؙ௄

੻৩ভ
੻৩ভ

ੈ৮ভ

੻৩ভ

੻৩ভ

੻৩ভ

੻৩ভ�

્৒হ੯َ஠ਃଵ৶؞ଆ಼पणःथُ
৛ઠর৾ૅਧડཕ෢ട૳पൣअ಼૩ৌૢ؞
पणःथ
भ໪ਏपणःشॺग़ॿঝॠشाृऽ५ঐ؞
थૣقળ਩ाृऽ৘ك
শ਋౞ତ૟੃৘ੑ઺ਁୱৄઉखपणः؞
थؚਧ৖୭୆ੵৃभओा൏ే೸पेॊ৅
ਗ਼ਗ਼ৡउेलആ਷ਹ৷पणःथ
كിম਩ിম৘ق
ড়৑ણৡ॑଑োखञਁୱ઱ਝभ໪ਏपण؞
ःथૣقળ਩ૣળ৘ك

67ଡ୳पणःथ)25(�1$3$-�/22&؞

৮ভ௕છ஼भ਄ॉੌापणःथ؞
كఎੴ਩িਉ৘৮ভؚਕ੎਩೭ಭ৘৮ভق

৮ভઈ੾पঢ়घॊহඨपणःथ؞
৮ভઈ੾पঢ়घॊহඨपणःथ؞

૚੻৩ভभ਄ॉੌापणःथ؞

્৒হ੯َ৾ૅઇ୘पणःथُ
৘৔৵র৾ૅभဂऔৌੁपणःथ؞
્৒হ੯َ৘ඌ৉ତ૟पणःथ؞੃৘ତ૟
पणःथُ
ૐ৺஑੃৘ଡୗपणःथ؞
ലઁਾपणःथઁ؞
ਸ਼�ઃਚ૕৘੕়ੑ઺भ੕ฐपणःथ؞
ਸ਼�ઃਚ૕৘੕়ੑ઺੦মଡ୳उेल৐؞
਋੦মੑ઺ق੧كपणःथ

8月

ଟਪप੔য়ठؚ৛ઠর৾ૅਧડཕ෢भട૳
ਠৃभਠ৉৹ਪ॑ষःऽखञ؛

ाृऽ৘दَाृऽ५ঐشॺग़ॿঝॠشभ
໪ਏपणःथُؚ ിম৘दَশ਋౞ତ૟੃৘
ੑ઺ਁୱৄઉखपणःथؚਧ৖୭୆ੵৃभ
ओा൏ే೸पेॊ৅ਗ਼ਗ਼ৡउेलആ਷ਹ৷
पणःथُؚ ૣળ৘दَড়৑ણৡ॑଑োखञ
ਁୱ઱ਝभ໪ਏपणःथُजोझोଳ௄॑
ষःऽखञ؛

7～9日 ૦ਝ୭୆ଞભ੻৩ভ
ଳ௄

୕৛৘दَ३ॸॕউটঔش३ঙথ௓ਤহ঵प
णःथُؚໃຂਆ৘दَ ३ॸॕউটঔش३ঙথ௓
ਤহ঵पणःथ जُोझोଳ௄॑ষःऽखञ؛

িਉ৘৮ভؚ೭ಭ৘৮ভदَ৮ভ௕છ஼भ਄ॉੌापणःथُजोझोଳ௄खऽखञ؛

21～22日�ઁലઁਾ੻৩ভଳ௄
7月
17～18日�੕ਜ৽ੋଞભ੻৩ভଳ௄

3日�੕ਜ৽ੋଞભ੻৩ভ

8月
7月
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一
つ
の
思
い
を
胸
に
美
術
に
打
ち
込
む

高
校
生
活
。「
…
全
国
で
賞
を
取
る
。」

そ
の
思
い
は
1
年
生
の
う
ち
に
叶
う
こ
と

に
な
っ
た
。
今
回
の
受
賞
作
品
に
込
め
た

思
い
や
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
、
美
大
生

を
志
す
高
校
2
年
生
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

┃
美
術
の
道
に
進
ん
だ
き
っ
か
け
は
。

ま
た
高
校
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

　
昔
か
ら
絵
を
描
い
た
り
す
る
の
が
好
き

で
、
小
学
6
年
生
ぐ
ら
い
で
得
意
か
も
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
家
具
職

人
の
父
が
美
術
大
学
を
出
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
私
も
行
き
た
い
と
い
う
夢
を
持
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
高
校
で
は
、
彫
刻
を
専
攻
し
て
い
ま
す
。

平
面
よ
り
、
3
6
0
度
か
ら
見
る
こ
と
が

で
き
る
立
体
の
ほ
う
が
お
も
し
ろ
い
で
す
。

高
校
は
、
同
じ
こ
と
が
好
き
な
仲
間
が
そ

ば
に
た
く
さ
ん
い
て
話
も
合
う
し
、
悩
み

も
共
有
で
き
る
の
で
充
実
し
て
い
ま
す
。

┃
今
回
受
賞
さ
れ
た
絵
に
は
ど
ん
な
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

　
老
若
男
女
全
て
の
世
代
の
人
た
ち
が
選

挙
に
行
け
た
ら
と
い
う
思
い
で
、
そ
れ
を

十
二
支
で
表
現
し
ま
し
た
。
昨
年
の
夏
休

み
に
制
作
し
た
の
で
す
が
、
構
想
か
ら
30

時
間
以
上
か
かって
い
ま
す
。

┃
神
藤
さ
ん
は
選
挙
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
思
い
を
持
っ
て
い
ま
す
か

　
18
歳
か
ら
投
票
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

の
に
、投
票
率
が
低
い
と
思
い
ま
す
。（↗

）
－作品制作を限界までやってみたい。
　　　　　　　　　強く自分を出し切れるように。－

◎ところざわ市議会だより第188号　作成部数 129,400部、作成経費（1部）　20.8円
次の定例会は 12 月 3 日からの予定です。

平成13年、所沢市生まれ。
向陽中学校から埼玉県立芸術
総合高等学校美術科に進学し、
2年次からは彫刻を専攻。
好きな彫刻家はWilly Verginer
（イタリア）。
好きな食べ物はタピオカで、今
ハマっていることは動物園めぐり。

害
と
ま
で

言
わ
れ
た

今
年
の
猛
暑
。

四
季
の
移
り
変

わ
り
に
感
謝
し

秋
の
恵
み
を
い
た
だ
け
る
の
も
、

平
和
な
日
常
が
あ
る
か
ら
と
実
感

す
る
今
日
こ
の
頃
!
　
　
　（
城
）

　
と
風
に
振
り
返
る
。
秋
の
訪

れ
を
告
げ
る
金
木
犀
の
香
り
。

花
言
葉
は
「
謙
虚
」。
オ
レ
ン
ジ

色
の
花
を
乾
燥
さ
せ
て
、
幼
い
息

子
た
ち
と
一
緒
に
ポ
プ
リ
を
作
っ

た
な
〜
。
　
　
　
　
　
　
　（
末
）

の
夜
長
と
虫
の
声
。
家
内
の

実
家
に
は
鈴
虫
が
い
ま
し
た
。

籠
の
中
で
自
然
孵
化
す
る
可
愛
い

家
族
の
一
員
。
羽
を
震
わ
せ
て
奏

で
る
音
色
は
秋
そ
の
も
の
で
す
ね
。

（
村
）

　
広
聴
広
報
委
員
会

◎
大
舘
　
隆
行
　
〇
城
下
　
師
子

　
末
吉
美
帆
子
　
　
小
林
　
澄
子

　
入
沢
　
　
豊
　
　
浅
野
美
恵
子

　
吉
村
　
健
一
　
　
村
上
　
　
浩

　
松
本
　
明
信
　
　
桑
畠
　
健
也

◎
…
委
員
長
　
〇
…
副
委
員
長

議員たちの・・・

災

ふ秋

所沢市にゆかりのある、さまざまな分野で輝く
人たちをご紹介します。第12回目は、平成29年
度明るい選挙啓発ポスターコンクールで、文部
科学大臣・総務大臣賞を受賞した埼玉県立芸術
総合高校2年生　神藤 槙（まき）さんにお話を
伺いました。

Ｑ＆Ａ
所沢から輝け!!

聴かせて！聴かせて！

　
若
い
人
た
ち
は
、
知
識
が
な
く
て
、
適

当
に
投
票
す
る
の
も
だ
め
な
の
で
、
な
か

な
か
足
が
運
べ
な
い
の
か
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
私
は
来
年
有
権
者
に
な
る
の
で
、

行
く
つ
も
り
で
す
。

┃
所
沢
市
の
好
き
な
と
こ
ろ
、
も
っ
と

期
待
し
た
い
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
か
。

　
自
然
と
都
会
が
半
々
で
入
っ
て
い
る
み

た
い
な
と
こ
ろ
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
絵
を
描
く
の
に
は
、
航
空
公
園
は
ち
ょ

う
ど
い
い
で
す
し
、
三
ケ
島
の
ひ
ま
わ
り

畑
の
奥
に
小
手
指
の
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
が
見

え
て
い
る
風
景
画
を
、
郷
土
の
絵
の
美
術

展
に
出
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

┃
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
美
術
大
学
に
進
み
た
い
で
す
。
そ
の
た

め
に
、
高
校
美
術
展
で
全
国
を
目
指
し
て
、

作
品
制
作
を
限
界
ま
で
や
っ
て
み
た
い
で

す
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
強
く
自
分
を

出
し
切
れ
る
よ
う
に
。

　
美
術
大
学
に
入
れ
た
ら
、
そ
の
後
の
こ

と
は
ま
だ
見
え
て
い
な
い
で
す
が
、
自
分

が
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
人
は
生

き
生
き
し
て
い
て
憧
れ
が
あ
る
の
で
、
私

も
好
き
な
こ
と
を
や
り
た
い
で
す
。
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